
第 4 回 宮城県検査から診断・治療を考える会 

～慢性腎臓病・腎不全編～ 

 

【腎疾患を診る】 
 

日時：２０１８年 8 月  4 日（土曜日） 

14：00～16：30 （開場 13：30） 

 

場所：東北医科薬科大学 若林病院 4 階研修室 

会費：無料  

 

 14：00～16：30（途中休憩 20 分） 

 

 慢性腎臓病を見つける検査データの読み方 
 

                        東北医科薬科大学 若林病院 

                          検査部 高橋 拓史 

                       

 

 慢性腎臓病ＣＫＤの患者数は約 1330 万人（予備軍も含めるともっと多い） 

つまりは８人に 1人以上はＣＫＤです。 

糖尿病患者数の約 1000 万人と比較するとＣＫＤの患者の多さが分かります。 

見落とさずに検査・診療が出来ていますか？ 

 

 少なくとも私自身は今までに数多く見落としてきたと思っています。 

 

 ＣＫＤは放置されると将来、透析導入される可能性が高い疾患です。 

 身体所見では見つける事が困難な疾患で、検査に頼らなければ診断できない疾患でもあります。尿検査、血液

検査、画像検査、病理いずれか一つでも異常があればＣＫＤと診断されます。 

腎臓の機能と障害機序、慢性腎臓病の病態、検査データの解釈、診断から治療、専門医へのコンサルトのタイ

ミングなど、皆さんと一緒に腎臓を学んで、腎臓をもっと知ってもらえる研修会にしたいと思っています。 

 

検査技師のみならず、研修医、看護師、コメディカルから医師まで幅広い職種に有用な研修会にしていきたい

と思っています。 

                               東北医科薬科大学 若林病院 

                                 検査部 高橋 拓史 

 

 



次回以降の予定テーマ 

【ショック】 

【見逃してはならない疾患とその検査データ】 

【呼吸器疾患と血液ガス】 

【救急における血液ガス検査】 

【主訴から想定する検査データ】 

【見逃したくない危険な心電図】 

【会場へのアクセス】 

当院駐車場を利用できます。（満車にならないと思いますが）駐車場には限りがあります。 

（駐車場利用された方は高橋に一声かけてください。） 

 

仙台駅からのアクセス 

地下鉄 東西線 市営バス 

薬師堂駅 下車 南 1出口より 徒歩 10分  

薬師堂駅 バス 1番･2番のりば 

・荒井駅 行き 

・交通局東北大学病院前 行き 

 → 大和町宮城の萩大通り 下車 徒歩 3分  

仙台駅前 バス 5番のりば 

・薬師堂駅 行き 

 → 大和町宮城の萩大通り 下車 徒歩 3分  

 

 


